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会

駿
東
部
の
首
邑
と
し
て
、
沼
津
に
郡
役
所

が
置
か
れ
た
の
は
、
一‐郡
区
町
村
編
制
法
」

が
施
行
さ
れ
た
明
治
十
二
年

（
一
人
七
九
）

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
二
十
三
年

（
一
人

九
●
）
に

「
郡
制
」
が
公
布
さ
れ
、
静
岡
県

で
は
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
に
施
行
さ
れ

る
に
至
り
、
郡
は
県
と
町
村
の
中
間
に
位
置

す
る
自
治
団
体
と
し
て
都
会
が
開
設
さ
れ
た
．

郡
会
議
員
は
、
各
町
村
か
ら
複
選
制
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
た
議
員
と
地
価

一
万
円
以
上

の
大
地
主
か
ら
互
選
さ
れ
た
議
員
と
で
構
成

さ
れ
て
い
た
が
、
二
十
二
年

（
一
八
九
九
一

に
は
複
選
制
と
大
地
主
議
員
制
が
廃
止
さ
れ
、

直
接
選
挙
と
な

っ
た
。
郡
会
で
は
、
予
算

・

決
算
や
教
育

・
勧
業

・
■
木
な
ど
に
関
す
る

議
案
を
審
議
し
た
が
、
知
事
が
任
命
す
る
郡

長
が
議
長
を
兼
ね
、
原
案
執
行
権
を
有
す
る

な
ど
、
官
治
的
性
格
が
強
か
っ
た
．
郡
制
は

大
正
卜

一
年

（
一
九
二
三
）
に
廃

ＪＩ‐
さ
れ
、

郡
は
単
な
る
行
政
区
画
と
な

っ
た
。

Ｌ
の
写
真
に
は
現
在
の
沼
津
市
域
の
旧
町

村
選
出
議
員
十
二
名
が
写

っ
て
い
る
が
、
内

六
名
が
村
長
、

一
名
が
県
会
議
員
を
経
験
し

た

一す
る
一
有
力
者
で
あ

っ
た
。

明治44年 (911)1月 撮影 駿東郡長と郡会議員たち (望 月美奈男氏所蔵 )
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シ
リ
ー
ズ沼

津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈⇔
〉

沼
津
兵
学
校
と
工
兵部

省
に
移
管
さ
れ
、
陸
軍
兵
学
寮
に
合

併

・
吸
収
さ
れ
た
際
、
残
存
生
徒
六
十

四
名
全
員
が
教
導
団
工
兵
第

一
大
隊
を

編
制
し
た
た
め
、
そ
の
後
も
工
兵
科
に

進
ん
だ
者
が
多
く
、
陸
軍
に
奉
職
し
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
六
十
名
ほ
ど
（附

属
小
学
校
出
身
者
を
含
む
）
の
う
ち
約

半
数
の
三
十
名
ほ
ど
が
工
兵
科
の
将
校

や
陸
地
測
量
部
の
技
師
で
あ

っ
た
。

中
で
も
、
日
清
戦
争
で
は
第

一
軍
工

兵
部
長
と
し
て
鴨
緑
江
の
架
橋
に
成
功

し
戦
功
を
あ
げ
た
矢
吹
秀

一
、
日
清

・

日
露
戦
争
で
そ
れ
ぞ
れ
第
二
軍

・
第
四

軍
の
工
兵
部
長
を

つ
と
め
た
ほ
か
、
工

兵
第

一
方
面
提
理
と
し
て
軽
気
球
の
導

入
を
行

っ
た
り
し
た
古
川
宣
誉
ら
は
、

工
兵
界
の
指
導
的
立
場
に
な

っ
た
。
ま

た
、
陸
地
測
量
部
製
図
課
長

・
地
形
課

長
と
し
て
測
地
事
業
に
尽
力
し
た
早
川

省
義

（少
将
）、
陸
軍
鉄
道
隊

の
創
設

者
と
い
わ
れ
る
吉
見
精
ら
も
、
そ
の
分

野
に
お
い
て
顕
者
な
功
績
を
残
し
た
工

兵
界
の
人
物
で
あ
る
。
初
代
築
城
本
部

長
と
な

っ
た
村
田
惇

（中
将
）
は
砲
兵

科
の
出
身
で
あ
る
が
、
同
様

の
功
労
者

と
い
え
る
。

ま
た
、
陸
地
測
量
部
初
代
部
長
を
つ

と
め
た
小
菅
智
淵

（
工
兵
大
佐
）、
そ
の

弟
で
同
部
の
地
形
課
長
な
ど
を
つ
と
め

た
関
定
暉

（
工
兵
大
佐
）
、
軍
用
電
信

隊
副
提
理
な
ど
を
つ
と
め
た
筒
井
義
信

（
工
兵
中
佐
）
と
い
っ
た
人
々
も
、
沼

津
兵
学
校
の
出
身
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
同
じ
旧
幕
臣

・
静
岡
藩
十
だ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
沼
津
兵
学
校
や
そ
の

周
辺
の
旧
幕
臣
出
身
者
か
ら
は
、
多
く

の
工
兵
科
軍
人
が
輩
出
し
、
明
治
陸
軍

卓
創
期
の
技
術
面
に
お
い
て
大
き
な
役

割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も

「
工
兵
」
と
い
う
用
語
が

初
め
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
幕
府
陸
軍

に
お
い
て
で
あ

っ
た
。
正
確
に
は
幕
府

瓦
解
後
の
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
二

月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
工
兵
頭
井
上

元
七
郎
、
工
兵
頭
並
吉
沢
勇
四
郎
、
同

小
菅
智
淵
が
任
命
さ
れ
た
事
実
が
そ
れ

で
あ
る
。
後
年
の
工
兵
大
佐

・
工
兵
中

佐
に
相
当
す
る
。
彼
ら
二
人
が
日
本
に

お
け
る
洋
式
陸
軍
最
初
の
工
兵
将
校
で

あ

っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

小
菅
は
、
榎
本
武
揚

の
箱
館
政
権
で

も
工
兵
頭
を
つ
と
め
、
後
に
陸
地
測
量

（

工
兵
と
は
陸
軍
の
兵
科
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
交
通

・
通
信

・
架
橋

・
爆
破

・

照
明
な
ど
の
軍
事
行
動
上
必
要
な
技
術

面
を
担
当
し
た
。
兵
器
が
発
達
し
、
戦

争
が
近
代
化
す
る
に
つ
れ
そ
の
役
割
は

大
き
く
な

っ
て
い
っ
た
。

沼
津
兵
学
校
に
は
、
歩
兵
将
校
之
科
、

砲
兵
将
校
之
科
と
と
も
に
築
造
将
校
之

科
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
す
な

わ
ち
工
兵
科
に
あ
た
る
。
生
徒
は
、
人

学
願
書
提
出
の
時
点
で
ど
の
兵
科
を
志

望
す
る
か
を
記
入
す
る
が
、
実
際
に
は

資
業
生
を
修
了
し
本
業
上
に
進
級
し
た

と
こ
ろ
で
三
科
に
分
か
れ
て
専
門
を
勉

強
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
築
造
将

校
之
科
で
は
、
築
造
学
と
し
て
野
堡

・

地
雷
火

・
橋
梁

・
永
久
城
郭

・
伝
信
機

略
説

・
水
雷
火
、
水
理
学
と
し
て
道
路

・橋
・水
道

・
家
屋
製
造

・
轍
道

・
造
舶

学
略
な
ど
が
専
門
の
学
科
と
し
て
教
え

ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

沼
津
兵
学
校
の
教
授
か
ら
は
、
明
治

陸
軍
の
軍
人
が
少
な
か
ら
ず
出
た
が
、

砲
兵
科
に
進
ん
だ
者
が
多
く
、
工
兵
に

井上元七郎の墓
(本光寺 )

部
初
代
部
長
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
は

前
述
の
通
り
。
吉
沢
は
、
御
細
工
所
同

心
竹
原
五
左
衛
門
の
子
で
、
蕎
書
調
所

教
授
方
手
伝

・
砲
兵
差
図
役
頭
取
な
ど

を

つ
と
め
、
五
稜
郭
で
戦
死
し
た
。
『斯

氏
築
城
典
型
』
な
ど
の
訳
書
が
あ
る
。

沼
津
兵
学
校
二
等
教
授
石
橋
好

一
は
そ

の
弟
で
あ
る
。
井
上
は
、
外
国
奉
行
な

ど
を
つ
と
め
た
井
上
義
斐

（備
後
守

・

主
水
正
）
の
子
で
、
砲
兵
頭
か
ら
工
兵

頭
に
転
し
た
。
維
新
後
沼
津
に
移
住
、

生
育
方
八
番
煩
取
締
を
つ
と
め
た
が
、

明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
八
月
十
八
日

二
十
九
歳
で
亡
く
な

っ
た
。
戒
名
は
大

教
院
殿
元
道
日
遅
居
士
、
菓
は
本
光
寺

に
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉
吉
原
矩

「
日
本
陸
軍
工

兵
史
』
二

九
五
八
年
）、
升
本
清

「幕

末
の
工
兵
隊
と
そ
の
架
橋
教
範
―
ボ

ン

ト

ニ
ー
ル
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
ス
カ
ッ
プ
」

『蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
第
二

五
七
号

（
一
九
七
二
年
）
な
ど
。

-2-



1,)91  4  25 明 治史 料館 範信 Vol.7 Nol 通巻第25号

沼
津
兵
学
校
出
身
の

工
兵
科
軍
人
た
ち

写
真
提
供

／
渡
瀬
雅
子
氏
・

成
沢
知
雄
氏
。永
嶺
年
子
氏

工兵中佐 入江倫愛

陸軍少将 」ヽ島好間

工兵大佐 吉見 精

工兵中佐 石川義仙

陸軍中将 古川宣誉

封|1蒸響環

機|1雛

一
一一一・一一．ｍ

陸軍中将 矢吹秀―

工兵大佐 木村才蔵 工兵大佐 渡辺当次 陸軍少将 渡瀬昌邦

工兵中佐 横地重直 工兵中佐 成沢知行

工兵大FTl大塚庸俊 工兵中佐 渡辺英興工兵少佐 高松寛岡1

3-

工兵中佐 仙波種艶
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園
知

ら

せ

欄

◎
舅
猥
津
市
博
物
館
紀
要
１５
』
刊
行
の

御
案
内

体
裁

¨
Ｂ
５
判

一
〇
〇
ペ
ー
ジ

頒
価

一
一
五
〇
〇
円

内
容

¨
瀬
川
裕
市
郎

「煮
堅
魚
と
蝸
形

土
器
Ｈ
」
、
高
木
照
正

「
石
器
の
石
材

と
産
地
」
、
上
野
裕
二

「
大
浜
陣
屋
日

記

（
二
ぎ
、
樋
口
雄
一彦

「史
料
紹
介

矢
田
堀
鴻

『公
私
雑
載
』
―
明
治
四
年

の
静
岡
藩
十
日
記
―
」

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録

６
～
９
刊
行
の
御
案
内

６

『西
椎
路
区
有
文
書
日
録
』
　

Ｂ
５

判

一
四

一
頁

　

一
五
〇
〇
円

７

『岡
宮
持
国
家

・
西
沢
田
芹
沢
家
文

書
日
録
』
　

Ｂ
５
判
七
四
頁
　
九
〇
〇

円８

『西
浦
村
役
場
文
書
日
録
』
　

Ｂ
５

判
　
一
一〇
〇
〇
円

９

『三
津
羽
田
家

・
河
内
海
瀬
家
文
書

日
録
』
　

Ｂ
５
判

　
一
一
一〇
〇
円

◎
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

開
館

休
館
日

¨
４
月
２９
日
ｍ
、

３０
Ｈ
ω
、

５
月
６
日
鋤
、　
７
日
ω
、

こ
れ
以
外
は
開
館
致
し
ま
す
。

◎
５
月
１９
日
は
無
料
開
放
日

江
原
素
六
の
命
日
を
記
念
し
、
５
月

‐９
日
は
観
覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
¨

◎
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
す

館
の
玄
関

ロ
ビ
ー
に
て
放
映
し
て
い

ま
す
ビ
デ
オ
に
、
新
た
に

「
沼
津
兵
学

校
‐
、
「沼
津
の
国
学
」
の
三
作
品
が
加

わ
り
ま
す
．

◎
沼
津
兵
学
校
記
念
碑

の
拓
本
を
展

示
し
ま
し
た

大
手
町
の
城
岡
神
社
に
立

っ
て
い
た

沼
津
兵
学
校
記
念
碑
は
、
駐
車
場
建
設

工
事
の
た
め
撤
去
さ
れ
ま
し
た
．
当
館

で
は
撤
去
前
に
と

っ
た
拓
本
を
表
装
し

三
階
展
示
本
に
展
示
し
ま
し
た
．
三
メ

ー
ト
ル
を
越
す
大
き
な
拓
本
で
す
．

●
■
　
　
　
で

，　
　
　
　
　
　

，■
一礁

◎
文
書
資
料
の
補
修
作
業
を
行

っ
て

い
ま
す

何
十
年
、
何
百
年
と
い
っ
た
歳
月
を

経
て
き
た
古
文
書

の
中
に
は
、
損
傷
が

激
し
く
補
修
を
必
要
と
す
る
も
の
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
資
料
の
保
存
を
最

人
の
任
務
と
し
て
い
る
当
館
に
と

っ
て

補
修
作
業
は
大
切
な
仕
事
で
す
。

現
在
、
江
原
素
六
家
、
西
熊
堂
武
井

家
、
東
沢
田
江
藤
家
の
襖
の
下
張
り
に

さ
れ
て
し
ま

っ
た
文
書
を

一
枚

一
枚
は

が
し
、
一奥
打
ち
を
ほ
ど
こ
す
と
い
っ
た

復
元

・
補
修
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

襖
の
中
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
文
書
が
出

て
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ワ
ク

ワ
ク
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
実
際
興
味
深

い

文
書
が
多
数
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

隠
れ
た
歴
史
資
料
が
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

か
ら
顔
を
出
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
し

古

い
住
宅
を
改
築

・
解
体
す
る
よ
う
な

際
に
は
、
当
館
に
是
非
御

一
報
下
さ
い
。

◎
平
成
二
年
度
来
館
者
抄
録

５

・
４
　
同
志
社
大
学
高
鳴
祐

一
郎
氏

５

・
‐２
　
根
岸

一
朗
氏

（沼
津
兵
学
校

生
徒
根
岸
定
静
子
孫
）

下
諏
訪
町
立
博
物
館

渡
瀬
雅
子
氏

（沼
津
兵
学
校

生
徒
渡
瀬
昌
邦
子
孫
）

武
蔵
工
業
大
学
酒
井
泰
治
氏

熊
取
正
光
氏

（沼
津
兵
学
校

生
徒
松
原
秀
成
子
孫
）

兵
庫
教
育
大
学
神
辺
靖
光
氏

千
葉
市
史
編
さ
ん
室

八
王
子
千
人
同
心
史
編
集
窒

県
史
編
さ
ん
室
近
現
代
部
会

国
学
院
大
学
大
谷
貞
夫
氏

日
本
音
楽
学
会
長
谷
川
明
子
氏

県
史
編
さ
ん
室
近
世
部
会

日
本
女
子
大
学
石
川
松
太
郎
氏

日
本
放
送
出
版
協
会

千
葉
市
史
編
さ
ん
室

久
野
明
子
氏

（大
山
捨
松
伝

記
者
者
）

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
２５
号

獅
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
Ш
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

●
〇
五
五
九
囲
三
三
二
五

襖の下張 り文書 をはがす作業

3332111108877 6   6 5   5

16  5  1  5  5  2  26 29 21 28 26 24  2     31 25
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